
【導入】 
 
皆さん！まず本題に入る前に、簡単なテストを受けてもらいます。 
私から、質問を5つ出します。 
自分にいくつ当てはまるか、数えてみてください。 
 
では 
まず1つ目、動物の世話をするのが好きだ。 
2つ目、自分は忍耐強い方だ 
3つ目、両親とあまり仲が良くない 
4つ目、人に嫌われることが怖い 
最後に、自分に自信がない 
 
皆さんどうですか？ 
３つ以上当てはまった方は、手を挙げてみてください。 
手を挙げている、そこのあなた！ 
先程の質問は、全てDV被害者に共通する心理的な特徴です。 
 
あなたは、DVを受けてしまう可能性があります！ 
 
結構、身近に感じませんか？ 
今日はこういった、被害者の心理的側面から、 
ＤＶについて語りたいと思います。 
 
 
【現状】 
 
ではまず、DVの定義から確認しましょう。 
DVとは、「配偶者など親密な関係にある、又はあった者から振るわれる暴力」と定義され
ます。 
 
みなさんは、暴力と聞いて何を思い浮かべますか？ 
多くの人は、殴る・蹴るといったものを思い浮かべるでしょう。 
しかし、ここで定義される暴力は、そういった身体的なものだけではありません。 
 
大声で怒鳴りつける。 
無視し続ける。 
生活費を渡さない。 
こういったものも、まぎれもないDVです。 
 
ＤＶを受けた被害者は、体も心もずたずた。 
いやだ。やめて欲しい。 
こう思うのは当然です。 
そして、「もう自分じゃどうしようもない」となればどこかに相談するでしょう。 
DVを何とか解決しようと動き出すはずです。 
 



しかし、そううまくは行きません。 
被害者に対して、次のようなアンケートがとられました。 
過去にDV被害を受けた際、警察や専門の機関に相談しましたか？というものです。 
これに「はい」と回答した人は、わずか1割未満。 
つまり、被害を受けても、被害者たちはそのことを訴えようとはしなかったのです。 
 
なぜなのか。 
それは、ＤＶ発生のプロセスにあることが、研究で明らかとなっています。 
 
事例を交えて、見てみましょう。 
ある女性は、生活費を渡されなかったり、「お前は最低だ」などの人格否定を受け続けてい

ました。 
でも、最初は「結婚なんてそんなものか」と我慢してしまったのです。 
 
しかし、DVは徐々に悪化していき、 
彼女はついに、夫から手を挙げられました。 
そのとき、初めて、自分が受けてきたものがDVだと気づいたのです。 
殴られ、蹴られるようになった彼女はある日、勇気を振り絞って言いました、 
「やめてほしい。次に殴ったら別れる」 
 
すると、意外にも夫は反省し、暴力を止めたのです。 
このように、加害者は一時的には反省をし、暴力を止めます。 
 
しかし、それもつかの間、また暴力を受ける日々が始まりました。 
加害者はストレスをためると、再び暴力を振るってしまうのです。 
 
  



そして、何度も何度も暴力を受けた被害者は、恐怖に心を支配されます。 
「抵抗しても意味がない。むしろ悪化する一方だ」 
そう悟った被害者は、どうなるでしょうか。 
 
一時的に暴力を我慢すればいい。 
 
そう考えるようになるのです。 
 
このように、被害者は、被害を正当化・過小評価してしまいます。 
彼女も「たまに殴られるぐらいなら…」 
そう、自分に言い聞かせることで、暴力に耐え続けていたそうです。 
 
これは決して、特殊な事例ではありません。 
 
内閣府の調査では、被害者の約6割が、「暴力を受けてはいるが、相談するほどでもない」
と考えていました。 
 
つまり、被害者は度重なる暴力によって、抵抗を諦めてしまうのです。 
 
その結果、ＤＶは長期化します。 
皆さんはＤＶがどのくらいで続くか知っていますか？ 
なんと、平均15年以上。 
 
このように、ＤＶは抜け出すことが非常に困難なのです。 
 
 
【問題点】 
 
暴力を振るわれても、加害者のそばから離れない。 
とても奇妙な現象です。 
これについて、みなさんはどう思いますか？ 
 
「そんなに嫌なら、逃げ出せばいい」 
このように考えるのは、当然のことだと思います。 
 
ですが、一度は、赤い糸で結ばれた親密な関係。 
その糸を、簡単に断ち切ることはできますか？ 
相手から、少しきつい言葉をいわれた。 
これぐらいなら、みなさんも受け入れてしまうのではないでしょうか？ 
特に、冒頭で手を上げてくれた皆さん、そう思いませんか？ 
 
被害者もそれは同じです。 
 
少しぐらいなら、と暴力に耐え続けてしまいます。 
 
そして、気が付いた時には 



DVから抜け出せなくなってしまうのです。 
 
このようなＤＶに陥っている人は、決して少なくありません。  
日本人の5人に1人が、DVを受けた経験があるとされています。 
みなさんの周りにも、被害者がいるかもしれません。 
 
実は、私がこの弁論をしようと思ったのも、中学時代の友人との出来事がきっかけです。 
 
（間） 
 
ある日の放課後、友人と話していると、 
 
「俺の母さん、父さんから暴力を受けてるんだよね。」 
 
彼は意外にも、あっさりと打ち明けました。 
私はこの時、大きな衝撃を受けました。 
それは、私の思い描いた家庭像とは、あまりにも異なっていたからです。 
 
 
浴びせられる暴言。 
ふるわれる暴力。 
時には、これが一晩中続く日もあったそうです。 
 
それに対して、私はDVとは無縁の環境で育ってきました。 
食事中は何気ない言葉を交わし、何か困ったことがあれば助け合う。 
このような環境はずっと当たり前だと思っていました。 
 
この当たり前だと思っていた環境を、DVは壊してしまいます。 
そして、人と人との関係が、暴力に支配されるのです。 
この関係を、家族と呼べますか？ 
恋人と呼べますか？ 
 
私はそうは思いません。 
　 
「DVが終わってほしい。」 
被害者は心の中で、こう願っているはずです。 
そして、その願いを叶えることは不可能ではないはず！ 
 
今の日本には、被害者を支援してくれる、たくさんの専門機関があります。 
 
でもそれは、被害者が声をあげて初めて！利用できるものです。 
 
今、必要なことは、被害者自身に動き出してもらうこと。 
 
 
「自分が我慢すればいい」 



そんな被害者の心を、変える手助けです。 
それこそが、被害者を助けるために、私たちが取れる唯一の方法なのです。 
 
 
【提言】 
 
ここで、この弁論を聞いている皆さんに、やってもらいたいことがあります。 
それは「被害者」と思われる人が身近にいたら、声をかけてあげてほしいということです。 
 
例えば、あざがあったり、常に不安そうである。 
これらは、被害者が出すサインです。 
そのような様子が見られれば、声をかけてあげてください。 
 
「大丈夫？」 
「困ったことがあれば、話聞くよ」 
このように、相談しやすい雰囲気を作り、話を聞いてあげてください。 
 
ここで、注意してほしいことが一つ。 
「あなたも何かしたんじゃない？」 
「我慢すれば？」 
そのように、被害者を責めないことです。 
これらの発言をすることで、 
被害者は 
「自分が悪いんだ」 
と助けを求めるのを諦めてしまいます。 
 
大事なことは、被害者に共感してあげること。 
いくつかの専門研究では、DVから抜け出す過程において「他者が話を聞き、共感する」。 
これが、非常に重要であると分かっています。 
他者に話を聞いてもらい、苦しみに共感してもらう。 
そうすることで、被害者は自分の感情に向き合えるようになります。 
そうして初めて、助けを求められるのです。 
 
私の友人も、DVを受けた自分の母親を、ずっと励まし続けていました。 
その結果、彼の母親は夫の元から離れる決意を固めたそうです。 
 
（間） 
 
「あなたは悪くない」 
「味方はたくさんいるよ」 
 
被害者の些細な変化を感じられるのは、子どもや兄弟、仲のよい友人などしかいません。 
あなたのこのような温かい一言が、被害者を救うことにつながるのです。 
ただ、被害者の話を聞き、共感してあげるだけでいい。 
それが、被害者がDVから抜け出す、大きな一歩となるのです。 
 



 
また、それだけではありません。 
今のあなた自身が、DVの被害者にも、加害者にもなりえます。 
 
自分のストレスのはけ口として、恋人に強く当たってはいませんか。 
他の異性と話すことを、制限していませんか。 
もしくは、恋人から、こういったことをされていませんか。 
これも立派なＤＶ。 
このように、ＤＶは、皆さんにとっても、身近な問題なのです。 
 
（間） 
 
そして、私たち大学生は、これから家庭を築いていく世代です。 
私たちが、このような意識を持ち続けることが、非常に大切なのです。 
 
だからこそ、何気なく受け流していたことを、今一度、見つめなおしてください。 
  



自分の身近な人たちが、そして自分自身が、 
被害者にも、加害者にもならないために。 
 
 
【締め】 
 
結ばれる人同士は、運命の赤い糸で繋がっていると言われます。 
しかし、時としてその赤い糸は、DV被害者を縛りつけ、苦しめるのです。 
その呪縛から被害者を解き放つには、被害者本人と、それを支える私達の力が必要です。 
 
彼らが赤い糸の呪縛から解放されることを願って、本弁論を終了致します。 
ご清聴ありがとうございました。 
 


